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高等学校における通級による指導の導入に向けた今後のロードマップ 

国 

指導内容の 
研究・開発 

27年度 29年度 30年度 31年度 32年度 

全体スケジュール 

教育委員会 

実施校の決定 実施校の決定 域内の実態把握 → 実施校検討 

 
学校 

 
※関係校の例 

募集案内・学校説
明会等での周知 

意向確認（教育委員会と連携） 

28年度 

報告 
まとめ 

制度設計 →  制度の運用開始  →  継続的にフォローアップ 

モデル事業の実施 ／ モデル事例集の作成・普及 グッドプラクティスの収集発信 ／ 課題等への対応方策実施 

教員の専門性
の向上 

「指導の手引き」の改訂 

中核的教員・通級指導担当教員の育成研修 研修プログラム検討 

指導内容検討 教育委員会・学校現場等への周知 → 必要に応じて更なる改訂 

専門性向上のための事業実施 制度設計を踏まえた内容の改善 

環境整備 

関係省庁との協議 → 中核的教員・通級指導担当教員の配置 教職員配置の規模の検討 

モデル事例分析 校内体制のモデルケースの普及 グッドプラクティスの収集発信 

学校への 
支援体制構築 

実施状況等を踏まえ、追加の実施校等の検討 → 決定 

中核的教員の候補検討 育成研修の実施 中核的教員による普及 ／ 通級指導担当教員の育成研修 

専門家チーム・教育支援委員会の体制強化等 専門家チーム・教育支援委員会等による助言・支援 

実施準備 ガイダンス → 校内委員会等で検討 → 対象者決定 → 実施 

校内体制 
の整備 

特別支援教育コーディネーターを中心に、 
組織的に取組を推進 

特別支援教育コーディネーターの指名、担当教員の決定 
校内委員会の設置 ／ 指導場所の確保 
各教職員の意識啓発 ／ 校内・関係機関の連携強化 

指導内容の普及 
条件整備 
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◯ 現行制度上、高等学校においては、教育課程の弾力的運用を行うことはできるが、小・ 
  中学校のような「通級による指導」が制度化されていない。 
◯ 障害のある子供たちの自立と社会参加に向け、平成２６年度に文部科学省が開始した 
  モデル事業の成果も踏まえ、高等学校における「通級による指導」の制度化等について 
  検討するため、調査研究協力者会議を開催。 

趣旨 

協力者 ◎主査、○副主査 【５０音順】 

○石川 誠     株式会社いなげやウィング管理 
            運営部長（兼）事業推進部長 
○市川 宏伸   日本発達障害ネットワーク理事長 
◎岩井 雄一   十文字学園女子大学教授  
○大南 英明   全国特別支援教育推進連盟理事長  
○笹谷 幸司   神奈川県立綾瀬西高等学校長 
○高岡 麻美   府中市立府中第九中学校長  
○柘植 雅義   筑波大学教授（人間系障害科学領域）  
○中田 正敏   明星大学教育学部講師 
○永妻 恒男   さいたま市立大宮南中学校長 
○西川 公司   日本肢体不自由教育研究会理事長  
○三代 恵里子  島根県教育庁特別支援教育指導主事   

○水野 忠輝   静岡県教育委員会高校教育課指導主事 

○村野 一臣   東京都立町田の丘学園校長 
 

スケジュール（予定） 

２７年
度 

• 調査研究協力者会議において議論 

２８年
度 

• 必要な制度改正 

２９年
度 

• 設置者における制度の導入準備 

３０年度 
• 制度の運用開始（予定） 

高等学校における特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議 
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